
　
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
２
年
ご
と
に
見
直
し
を
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
は
平
成
26
年
度
と
同

率
で
す
。

　
ま
た
、
所
得
が
低
い
方
や
被
用
者
保

険
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
方
（
※

協
会
け
ん
ぽ
、
健
保
組
合
、
共
済
組
合

の
加
入
者
な
ど
）
の
保
険
料
は
、
継
続

し
て
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
保
険
料
の
支
払
方
法　

　
保
険
料
の
納
付
は
、
介
護
保
険
と
同

じ
く
年
金
か
ら
差
引
を
す
る
「
特
別
徴

収
」と
、納
付
書
な
ど
で
納
付
す
る「
普
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高
齢
者
医
療
の
保
険
料
率
と
軽
減
措
置

●
ほ
け
ん
課�

高
齢
者
医
療
係　
☎
２
２
‐
３
１
４
５

後

●保険料年額の算出方法

●保険料の均等割額（被保険者全員が等しく負担する保険料）の軽減

通
徴
収
」の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
「
特
別
徴
収
」
は
、
年
金
受
給
額
が

年
額
18
万
円
以
上
あ
り
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
合
算
額

が
年
金
額
の
１
／
２
を
超
え
な
い
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
「
普
通
徴
収
」
は
、
特
別
徴
収
の
対

象
者
以
外
の
方
が
、
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
で
納
付
す
る
方
法
で
す
。　

　
年
齢
到
達
の
時
期
や
条
件
に
よ
り
納

付
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
納
付
方

法
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合

に
は
、
市
役
所
ほ
け
ん
課
高
齢
者
医
療

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

47,900円
均等割額

総所得金額等－ 33万円
（所得額）

9.26㌫
（所得割率）＋ ×

※保険料は年額57万円が上限です。

条件【世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等】 軽減率【保険料均等割額】
「基礎控除額（33�万円）」を超えない世帯で、被保険者全員の年金収入の控除額をそれぞ
れ 80�万円として計算したうえで所得が 0�円となる場合 9割
「基礎控除額（33�万円）」を超えない世帯 8.5�割
「基礎控除額（33�万円）」＋「26�万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯（対象者拡大）� 5割
「基礎控除額（33�万円）」＋「47�万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯（対象者拡大） 2割
※総所得金額等の計算には、専従者控除、譲渡所得の特別控除は適用されません。

●保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減
条件【被保険者の総所得金額等】 軽減率【保険料均等割額】

「基礎控除（３３万円）」＋５８万円を超えない人 5割

所得割額

 あん摩マッサージ券を
交付しています 

　後期高齢者医療被保険者の方は、年間
（４月～ ３ 月）10 枚のあん摩マッサー
ジ・鍼きゅう等施設利用券の交付が受け
られます。
　１回の施術で１０００円の助成が受け
られますので、必要な方は保険証、印
鑑を持参のうえ、市役所ほけん課または
各支所に申請してください。
▷１ 回の申請で５枚交付します。
▷ 保険料の滞納がある場合は交付枚数を

制限させていただく場合があります。
▷ 施設利用券は本人以外利用できませ

ん。（家族であっても券を譲渡するこ
とはできません。）

▷ 利用できる施設は市が指定する市内
15 カ所です。（詳しくはお問い合わ
せください。）
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の
宮
中
学
校
区
の
小
学
校
を
統
合
し
、
平
成
28
年
４
月
に

開
校
す
る
新
し
い
小
学
校
の
校
名
が
『
阿
蘇
市
立
一
の
宮

小
学
校
』
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
開
校
に
合
わ
せ
、
左
記
の
と
お
り
校
章
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
の
で
、
阿
蘇
の
子
ど
も
た
ち
の

未
来
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
デ
ザ
イ
ン
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

一

広
告

校
名
“
一
の
宮
小
学
校
”
に
決
定
！

新
し
い
校
章
を
募
集
し
ま
す

●
教
育
委
員
会�

学
務
２
係　
☎
２
２
‐
３
２
２
９

開校に向けて工事が進んでいます
　一の宮中学校敷地内に建てられる一の宮小学校の工事が着々
と進んでいます。近隣住民の皆さまには、工事車両の通過など
により、騒音や地響きなどご迷惑をおかけしますが、ご
理解とご協力をお願いします。
　また、統合準備委員会の委員の皆さまには、新しい学
校のさまざまなルールなどについて「すべては子どもた
ちのために」を合言葉に、昼夜の会議を重ねていただい
ています。統合までの間、さらに協議が必要となります
がよろしくお願いします。

阿蘇市地域通貨“グラス”事業終了のお知らせ
　平成１７年度に運用を開始しました地域通貨事業は、協力店舗の方々
やボランティアの皆さまに支えられ、これまでに約１２万４千枚を発行
してきました。しかし、事業開始以来、大部分は野焼きなどの草原維持
活動に対し発行され、利用のほとんどは温泉施設に集中していました。
そして、その状況は現在まで変わることがなかったことから、3月 31
日をもって終了し、今後は草原維持活動と野焼きボランティアの支援に
特化した形で新たに展開していくこととなりました。
　約１０年という長い間、ご協力いただきましたボランティアの皆さま、
参加店の皆さま、本当にありがとうございました。

（問い合わせ）
市役所 まちづくり課

☎ 22-3318

�●�応募方法　応募の際は、市役所玄関ホールに設置の
応募要項（阿蘇市ホームページでもダウンロードで
きます）をご熟読いただきご応募ください。
●応募締切　５月１２日火　当日消印有効
●応募先　〒 869-2695 
　阿蘇市一の宮町宮地 504 番地 1
　阿蘇市教育委員会　教育課　宛て
●�賞及び副賞　最優秀賞 1 名（副賞 5 万円）、優秀賞

２名（副賞各 2 万円）
●�結果　入賞者は、本人に通知するとともに本誌で発

　　　表します。

応 募 要 領


